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WSAVA と Mission Rabies が狂犬病予防で協力 

了解覚書締結による協力促進 

 世界小動物獣医師会(WSAVA)は 慈善団体である Mission Rabies との間に了解覚書(MoU)を

締結した。両者はすでに数年に亘って非公式に仕事を共にしてきており、この度研究を基に

したワンヘルスのアプローチによって犬の噛傷による狂犬病を排除する世界的な取り組みに

貢献するための共同行動計画を実施することになった。 

 MoU は、WSAVA が the International Rabies Taskforce (IRT)のオブザーバーになることで、狂

犬病を排除するために効果的で費用対効果の良い戦略を政府が立案し発展させるための実践

的なノウハウや指針を提供することを目的としている。IRT は犬が介在する狂犬病での人の

死亡例を 2030年までにゼロにするという目標を世界保健機関(WHO)、国際獣疫事務局

（OIE）、国際連合食糧農業機関（FAO）、狂犬病制御のためのグローバルアライアンスと

共有し、そのために全力を注いでいる。 

 WSAVA は 113の加盟団体を通じて世界中の 20万人以上の獣医師を代表し、世界中に向け

て伴侶動物が被る重要な問題についてロビー活動を行っている。WSAVA には clinical 

committees があり、ワクチン接種やワンヘルスのいずれにも焦点を当てていて、近年では

Mission Rabies と様々な施策を共同で行っている。WSAVA の慈善団体である WSAVA 

Foundation は Mission Rabies に対する基金を募っており、その中でも有名なものは WSAVA

の年次大会において開催される’Fun(d) Run’である。WSAVA Foundation の集めた基金はプロ

ジェクトのサポートに使われており、例えばガーナ中部の Bosomtwe 地区における今年初旬

に行われた狂犬病ワクチンを 4,370 頭に接種する地方自治体と Mission Rabies が共同で行っ

た大規模プロジェクトなどが実例である。 

 

http://www.wsava.org/
http://www.missionrabies.com/
http://www.wsavafoundation.org/
http://www.wsavafoundation.org/


 Mission Rabies はイギリスを拠点とする慈善団体で、WSAVA の 2016 年ワンヘルス賞を受

賞した Dr. Luke Gamble が代表である。WHO、OIE、FAO 作成の国際的なガイドラインに則っ

て、Mission Rabies は犬への大規模集団ワクチン接種、地域への啓発活動、そして世界の中

でも狂犬病の頻発地域における実態調査の改善などを行っている。 

 MoU および今後のプランについて、Michael Day 名誉教授（WSAVA の名誉会計係および

Mission Rabies の理事）は、「WSAVA および WSAVA Foundation は Mission Rabies と何年にも

わたって密に連携をとっており、狂犬病のコントロールは WSAVA の One Health Committee

および Vaccination Guideline Group にとって非常に重要な案件です。IRT が実施されること

は、WSAVA と Mission Rabies の関係が公式化される良い機会であり、これによって世界の小

動物獣医師の団体を最大限巻き込み、犬の狂犬病を排除することを推進するために協力でき

る。」 

 Mission Rabies の戦略パートナー部門のディレクターである Dr Frédéric Lohr は、「獣医師

のコミュニティーは世界における狂犬病の排除に対して非常に重要な役割を担っている。

WSAVAとの提携によって、獣医師がこの恐ろしい疾病に対する戦いに積極的に参加すること

ができる。」 

 

より詳しい情報をお求めの場合： 

Rebecca George, George PR, Tel: 01449 737281/07974 161108 or rebecca@georgepr.com 
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